
図書に親しんでいただくために
　　皆さんの声をお聞かせください②
平成24年度町職員を募集します④
医療証について⑥
国民年金のお知らせ⑧
肝炎ウイルス検診の実施について⑰

〒992-0892 山形県西置賜郡白鷹町大字荒砥甲833 　☎0238(85)2111  FAX0238(85)2128
E-mail:kikaku@so.town.shirataka.yamagata.jp  ホームページ : http://www.town.shirataka.lg.jp編集と発行／白鷹町総務課

　　　かわいい火消したち　　―　春季消防演習（６月５日）　―
　６月５日、荒砥地区を会場に春季消防演習が開催され、団員による規律訓練や、災害を想定し実際に水を出す火災防ぎょ

訓練などが行われました。分列行進では、あゆかい保育園の園児が、ハッピ姿で小さな“まとい”を持ち、元気に行進して

いました。沿道からは温かい拍手が沸き起こっていました。
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図
書
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に

　
　

皆
さ
ん
の
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　

図
書
は
、
言
葉
を
学
び
、
感
性
を
磨
き
、
表
現
力
や
想
像
力
を
豊
か
に
し
ま
す
。

ま
た
、
図
書
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
読
解
力
や
思
考
力
、
表
現
力
は
、
自
ら
課
題
を
見

つ
け
解
決
し
よ
う
と
す
る
力
の
向
上
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
テ
レ
ビ

な
ど
の
視
聴
や
ゲ
ー
ム
を
す
る
時
間
が
増
え
、
読
書
を
す
る
時
間
が
減
っ
て
き
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
子
ど
も
た
ち
の
読
書
力
向
上
を
目
指
し
図
書
の
充
実
を
図
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
図
書
館
と
中
央
公
民
館
の
今
後
の
在
り
方
な
ど
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

大
人
た
ち
が
心
の
糧
と
し
て
き
た

図
書
な
ど
、
大
人
が
子
ど
も
に
す
す

め
た
い
、
読
ん
で
ほ
し
い
図
書
を
皆

さ
ん
か
ら
推
薦
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
読
ん
で

み
た
い
本
も
合
わ
せ
て
ご
推
薦
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
推
薦
い
た
だ
い
た
図
書
は
、
町

立
図
書
館
で
調
整
し
購
入
し
ま
す
。

推
薦
方
法

　

差
し
込
み
の
広
報
直
通
便
に
よ
り
、

推
薦
す
る
図
書
名
、
著
者
名
、
出
版

社
を
書
い
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
は
、
町
立
図
書
館
へ
電
子
メ

ー
ル
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
な
ど
で
推
薦
し

て
く
だ
さ
い
。

推
薦
締
め
切
り　

10
月
26
日
（
水
）

図書推薦の問い合わせ・送り先

〒992－0892
　白鷹町大字荒砥甲833番地
　白鷹町立図書館
E-mail：tosho@so.town.shirataka.yamagata.jp
　☎ 85－2111（内線620）　FAX 85－2183

あなたがお求めの本や資料をお探しします

　町立図書館では、県立図書館をはじめ県内
など、ほかの公立図書館にある図書や資料を
お探しします。
　図書は貸借することもできます。
　お気軽にお問い合わせください。

大人から子どもにすすめたい図書を購入します

図
書
を
推
薦
し
�
�
�
�
�
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町
立
図
書
館
と
中
央
公
民
館
は
、

耐
震
面
で
課
題
が
あ
り
ま
す
。
今
後
、

施
設
の
在
り
方
を
検
討
す
る
た
め
に

企
画
委
員
会
を
設
立
し
、
町
民
の
皆

さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
お
聞
き
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

企
画
委
員
会
の
委
員
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
数　

若
干
名

▼
応
募
資
格　

町
内
に
住
所
を
有
し
、

応　

募
時
点
で
満
20
歳
以
上
の
か
た

▼
開
催
予
定
回
数　

２
～
３
回
程
度

▼
任
期　

会
の
設
立
日
か
ら
平
成
24

年
３　

月
31
日
ま
で

▼
応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
教
育
委
員
会
図
書
館

管
理
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
詳
し
い
応
募
要
項
及
び
応
募
用
紙

は
教
育
委
員
会
図
書
館
管
理
係
に
準

備
し
て
い
ま
す
。

▼
応
募
締
め
切
り

　

６
月
27
日
（
月
）（
消
印
有
効
）

企
画
委
員
会
委
員
の
募
集

町
立
図
書
館
と
中
央
公
民
館
の
建
物

　

町
立
図
書
館
は
、
昭
和
49
年
12
月

に
建
設
さ
れ
た
中
央
公
民
館
に
あ
り

ま
す
。
中
央
公
民
館
は
耐
震
面
で
課

題
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
町
立
図
書

館
は
、
１
５
５
平
方
メ
ー
ト
ル
と
狭

く
、
図
書
展
示
場
所
や
閲
覧
場
所
も

十
分
取
れ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
２
階
に
あ
る
た
め
、
町
民

の
皆
さ
ん
か
ら
利
用
し
に
く
い
と
の

声
も
あ
り
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
と
計
画
を
策
定

　

教
育
委
員
会
で
は
、

①
現
在
の
中
央
公
民
館
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル　

し
そ
の
中
に
町
立
図
書
館
を

備
え
る
。

②
町
立
図
書
館
を
新
築
す
る
。

　

な
ど
、
町
立
図
書
館
と
中
央
公
民

館
の
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
ま
す
。

　

よ
り
よ
い
施
設
づ
く
り
の
た
め
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
反
映
し
な
が

ら
基
本
計
画
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
ご
意
見

ご
要
望
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
差
し

込
み
の
広
報
直
通
便
で
お
送
り
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
は
、
教
育
委
員
会
図
書
館
管

理
係
へ
電
子
メ
ー
ル
や
フ
ァ
ッ
ク
ス

な
ど
直
接
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
意
見
・
要
望
の
締
め
切
り

　

７
月
８
日
（
金
）

町
立
図
書
館
等
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す

■企画委員会委員の募集と町立図書館等基本計画
　の問い合わせ
　教育委員会図書館管理係
　☎ 85－6146　FAX 85－2183
　E-mail：tosho@so.town.shirataka.yamagata.jp

中央公民館外観

町立図書館と中央公民館の今後の在り方を考えます

町立図書館の様子
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平
成
24
年
度
採
用

�

白
鷹
町
職
員
�
募
集
�
�
�

募
集
職
種
及
�

採
用
予
定
人
員

受�
�

験�
�

資�
�

格

　

�
上
級
行
政
職

　

（
一
般
枠
）

　

︹
大
学
卒
業
程
度
︺

　
　

�
若
干
名

�
次
の
�
�
�
�
�
該
当
す
�
�
�

①
昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
か
た

②
平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
か
た
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大

　

学
（
短
期
大
学
を
除
く
）
及
び
こ
れ
と
同
等
と
認
め
ら
れ
る
学
校
を
卒
業

　

し
た
か
た
、
ま
た
は
平
成
24
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
か
た

　

�
上
級
行
政
職

　

（
社
会
人
経
験
枠
）

　

︹
大
学
卒
業
程
度
︺

　
　

�
若
干
名

�
昭
和
52
年
�
月
�
日
�
�
昭
和
61
年
�
月
�
日
ま
�
�
生
ま
�
�
�
�
�
�

�

次
の
�
�
�
�
�
該
当
す
�
�
�

①
民
間
企
業
等
に
お
け
る
職
務
経
験
が
１
年
以
上
あ
る
か
た

②
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
院
を
卒
業
し
た
か
た
、
ま
た
は
平
成
24
年
３
月 

　

ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
か
た

　

�
上
級
専
門
職

　

（
土
木
）

　

︹
大
学
卒
業
程
度
︺

　
　

�
若
干
名

�
昭
和
52
年
�
月
�
日
�
�
平
成
�
年
�
月
�
日
ま
�
�
生
ま
�
�
�
�

　

�
保
健
師

　
　

�
若
干
名

�
昭
和
52
年
�
月
�
日
�
�
平
成
�
年
�
月
�
日
ま
�
�
生
ま
�
�
�
�
�
�

�

保
健
師
の
資
格
を
有
す
�
�
�
�
ま
�
�
平
成
24
年
�
月
ま
�
�
当
該
資

�

格
を
取
得
す
�
見
込
�
の
�
�

　

�
初
級
行
政
職

　

︹
高
校
卒
業
程
度
︺

　
　

�
若
干
名

�
平
成
�
年
�
月
�
日
�
�
平
成
�
年
�
月
�
日
ま
�
�
生
ま
�
�
�
�

※
た
だ
し
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
）
を
卒
業
し
た

　

か
た
、
ま
た
は
平
成
24
年
３
月
ま
で
に
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
）
卒
業

　

見
込
み
の
か
た
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

あなたの思いを　まちづくりに活かしませんか

　　　　　　　　　ヤル気のある人募集！

平成23年度採用 行政職員
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�
�

薬
剤
師

▼
募
集
人
員　

若
干
名

▼
受
験
資
格　

昭
和
51
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
か
た
で
、
薬

　

剤
師
の
資
格
を
有
す
る
か
た
、
ま
た
は
来
春
資
格
取
得
見
込
み
の

　

か
た

�
�

看
護
師

▼
募
集
人
員　

若
干
名

▼
受
験
資
格　

昭
和
48
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
か
た
で
、
看

　

護
師
の
資
格
を
有
す
る
か
た
、
ま
た
は
来
春
資
格
取
得
見
込
み
の

　

か
た

▼
受
験
申
込
受
付
期
間　

６
月
13
日
（
月
）
～
８
月
５
日
（
金
）

▼
提
出
書
類　

白
鷹
町
立
病
院
職
員
採
用
試
験
申
込
書

※
申
込
書
は
病
院
事
務
局
に
あ
り
ま
す
。

　

病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

（http://w
w

w
.tow

n.hospital.shirataka.yam
agata.jp/

）

　

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
写
真
…
３
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の
（
タ
テ
４
㌢
×
ヨ
コ
３
㌢
、

　

無
帽
、
上
半
身
、
正
面
）
を
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
は
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。（
８
月
５
日
必
着
）

※
試
験
日
・
試
験
内
容
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ

　

白
鷹
町
立
病
院
事
務
局
（
☎
85

－

２
１
５
５
）

24

ᶍ

ᶅ

�
試
験
日
及
�
会
場
�

◇
第
１
次
試
験

　

９
月
18
日
（
日
）
長
井
市
立
長
井
南
中
学
校

◇
第
２
次
試
験

　

10
月
中
・
下
旬
（
予
定
）

�
受
験
申
込
受
付
期
間
�

　

６
月
13
日
（
月
）
～
８
月
５
日
（
金
）

�
試
験
内
容
�

◇
第
１
次
試
験

　

・
教
養
試
験

　

・
専
門
試
験
（
上
級
行
政
職
の
一
般
枠
、
土
木
、

　
　
　
　
　
　
　

保
健
師
の
み
）

　

・
職
場
適
応
性
検
査

　

・
作
文
試
験

◇
第
２
次
試
験
…
面
接
試
験

※
詳
し
い
試
験
内
容
は
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�
提
出
書
類
�

①
白
鷹
町
職
員
採
用
試
験
申
込
書
及
び
住
民
票
抄

　

本
（
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
か
た
は
外
国
人
登

　

録
原
票
記
載
事
項
証
明
書
）

※
募
集
要
項
・
申
込
書
は
役
場
２
階
総
務
課
に
備

　

え
付
け
て
い
ま
す
。

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.tow

n.shirataka.yam
agata.jp/

）

　

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

②
写
真
…
３
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の
。

（
タ
テ
４
㌢
×
ヨ
コ
３
㌢
、無
帽
、上
半
身
、正
面
）

※
応
募
は
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

８
月
５
日
（
金
）
必
着

�
応
募
先
�
問
�
合
�
�

　

〒
９
９
２

－

０
８
９
２

　
　

白
鷹
町
大
字
荒
砥
甲
８
３
３　

　
　
　

総
務
課
総
務
係
（
☎
85

－

６
１
２
０
）

年度 上級 初級

19 0 0
20 2 0
21 3 0
22 2 1
23 4 1

最近５年間の行政職採用人数

○金子秀人…上級行政職
（町民課くらし環境係）

ȿ ΕẂͭΦΕͬᾴ ͤΑͩδ
Η ΄ΆΖὅ ͯΑ͜Ώ ͜Φ͵Ɂ
ΒỲ ΕὊ Άκ ΆΑͤα

͜Όͧͫ͜Ώͤ ΅ΏỲʹΌ͜
Φ͵Ɂͫδͣα κ ΈΌͧ͜
΄Ά ͜ Ύɀᵺ ΒΒͤλΗ
βΦͻλͣɇ

○齋藤由加里…初級行政職
（町民課国保医療係）

ȿ ͤ ᶅκ ͯ΄
Ζ ͤ ◒ͥ΅Έ΄ͣαΎ͵Ɂ
Φ΅Φ΅ Ύ͵ͤɀ ᵺ
ͯ ͯΎΪ Ε ΒΑδ΄α͜͜
ΑΏ ΈΌ͜Φ͵Ɂ ͤ◒ͥ
ΑẂͭλΏᵺ Β ͤΎͥγ
κẸͯΧΒͯΌ͜Φ͵Ɂ

平
成
22
年
度
採
用
職
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

○小口将太…上級行政職
（税務出納課町民税係）

ȿ Ε Ζɀ Εͣ΄
Ώ ͵γͫΏͣα Β↕͠Α͜Ώ
ͫεΦΎ ἺΒη΄ΈΌ͜Φ͵Ɂ
ͥΑ ͚ͤβɀͽΕ άβͤ

͜Ε͚γ ΅Ώ ͜Φ͵Ɂ Ε
΄ΩΒ ͥ΄͜Ώ͜͞ ͜Ε͚γ
ẂͭλΏᵺ Β ͧͫΏͤΎͥγ
ΕκẸͯΧΒͯΌ͜Φ͵Ɂ
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ᵳ

ᵳ

▼
対
象
と
な
る
か
た

　

次
の
２
つ
の
条
件
の
ど
ち
ら
に

も
該
当
す
る
か
た
。

▽
市
町
村
民
税
所
得
割
の
額
が
、

　

23
万
５
０
０
０
円
以
下
の
か
た

▽
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る

　

か
た
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
の

　

交
付
を
受
け
て
い
る
か
た
。

②
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

　

１
級
交
付
を
受
け
て
い
る
か
た
。

③
療
育
手
帳
Ａ
の
交
付
を
受
け
て

　

い
る
か
た
。

④
国
民
年
金
障
害
等
級
１
級
の
障

　

害
基
礎
年
金
受
給
権
者
。

⑤
精
神
障
が
い
者
で
、
恩
給
法
の

　

特
別
項
症
及
び
第
１
項
症
、
そ

　

の
他
公
的
年
金
各
法
の
障
害
等

　

級
１
級
受
給
権
者
。

⑥
特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給

　

に
関
す
る
法
律
施
行
令
別
表
第

　

３
の
１
級
程
度
の
か
た
及
び
別

　

表
第
１
程
度
の
20
歳
以
上
の
か

　

た
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

　

保
険
証
・
印
鑑
・
対
象
と
な
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
（
身
体

障
害
者
手
帳
・
精
神
障
害
者
福
祉

手
帳
・
療
育
手
帳
・
障
害
年
金
証

書
（
障
害
基
礎
年
金
・
そ
の
他
公

的
年
金
の
も
の
）・
恩
給
証
書
・

特
別
児
童
扶
養
手
当
証
書
な
ど
）

※
こ
の
他
に
前
年
ま
た
は
前
々
年

　

の
所
得
額
、
所
得
税
額
の
わ
か

　

る
も
の
が
必
要
に
な
る
場
合
が

　

あ
り
ま
す
。

 

ṅ

ᵳ

ᵳ

▼
対
象
と
な
る
か
た

　

次
の
条
件
に
該
当
す
る
か
た
。

▽
親
の
条
件

　

就
労
な
ど
に
よ
り
18
歳
以
下
の

児
童
を
扶
養
し
て
い
る
か
た
で
、

前
年
の
所
得
に
対
し
て
所
得
税
が

課
税
さ
れ
て
い
な
い
か
た
。
ま
た
、

次
の
ど
ち
ら
か
に
あ
て
は
ま
る
か

た
。

①
配
偶
者
が
な
い
か
た
。

②
配
偶
者
が
、
障
が
い
に
よ
り
長

　

期
に
わ
た
っ
て
労
働
能
力
を
失

　

っ
て
い
る
か
た
。

▽
子
の
条
件　

次
の
ど
ち
ら
か
に

あ
て
は
ま
る
か
た
。

①
18
歳
以
下
で
前
述
の
親
に
扶
養

　

さ
れ
て
い
る
か
た
。

②
18
歳
以
下
で
父
母
の
い
な
い
か

　

た
（
養
育
し
て
い
る
か
た
の
前

　

年
の
所
得
に
対
し
て
所
得
税
が

　

課
税
さ
れ
て
い
な
い
場
合
）。

※
子
が
条
件
②
に
該
当
す
る
場
合

　

は
、
養
育
者
の
か
た
は
対
象
に

　

な
り
ま
せ
ん
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の　

対
象
と

な
る
か
た
の
保
険
証
・
印
鑑

※
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

　

る
か
た
は
、
就
労
し
て
い
る
こ

　

と
が
わ
か
る
も
の
が
必
要
に
な

　

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
前
年
ま
た
は
前
々
年
の
所
得
額
、

　

所
得
税
額
の
わ
か
る
も
の
が
必

　

要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

ᵷ

Ḇ
ᵳ

ᵳ

▼
対
象
と
な
る
か
た

　

所
得
額
が
次
の
額
に
満
た
な
い

か
た
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
就
学
前

の
乳
幼
児
と
小
学
生
。
た
だ
し
、

第
３
子
以
降
の
お
子
さ
ん
は
、
所

得
に
関
係
な
く
該
当
し
ま
す
。

※
第
３
子
以
降
と
は
、
18
歳
以
下

　

の
子
を
３
人
以
上
扶
養
し
て
い

　

る
場
合
の
３
人
目
以
降
の
お
子

　

さ
ん
の
こ
と
で
す
。

扶
養
親
族
が
０
人
…
４
６
０
万
円

　
　

〃　
　

１
人
…
４
９
８
万
円

　
　

〃　
　

２
人
…
５
３
６
万
円

　
　

〃　
　

３
人
…
５
７
４
万
円

　
　

〃　
　

４
人
…
６
１
２
万
円

▼
申
請
に
必
要
な
も
の　

お
子
さ

ん
の
保
険
証
・
印
鑑

★
い
ず
れ
の
医
療
証
も
、
助
成
を

　

受
け
る
た
め
に
は
、
医
療
機
関

　

を
受
診
す
る
際
に
保
険
証
と
一

　

緒
に
医
療
証
を
提
示
し
て
く
だ

　

さ
い
。（
提
示
し
な
か
っ
た
場
合

　

や
、
県
外
の
医
療
機
関
で
受
診

　

さ
れ
た
場
合
は
、
領
収
書
を
お

　

持
ち
い
た
だ
く
と
、
お
返
し
い

　

た
し
ま
す
。）

ᵳ

♇

　

現
在
の　

・　

医
療
証
は
平
成

23
年
６
月
30
日
が
有
効
期
限
で
す
。

引
き
続
き
交
付
希
望
の
か
た
は
更

新
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

有
効
期
限
を
確
認
の
う
え
、
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
更
新
の
時
期

　
　

６
月
27
日
（
月
）

　

～
７
月
１
日
（
金
）

※
な
お
、
新
規
の
申
請
は
随
時
受

　

け
付
け
て
い
ま
す
。

中
学
�
年
生
�
�
�
医
療
費
助
成

�
�
�
�
�
元
気
�
子
事
業
�

　

町
内
に
住
所
の
あ
る
お
子
さ
ん

に
対
し
て
、
医
療
費
の
助
成
を
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
か
た

町
内
に
住
所
が
あ
り
、
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
０
歳
～
中
学
３

年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
全
員
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の　

お
子
さ

ん
の
保
険
証
・
医
療
費
の
領
収
書

・
印
鑑
・
両
親
ど
ち
ら
か
の
口
座

番
号
の
わ
か
る
も
の
・
申
請
書

（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

※
申
請
書
は
お
子
さ
ん
ご
と
に
１

　

枚
ず
つ
必
要
で
す
。

※
申
請
は
受
診
し
た
月
の
翌
月
か

　

ら
１
年
以
内
に
手
続
き
く
だ
さ

　

い
。

▼
医
療
証
・
医
療
費
助
成
の
申
請

窓
口

　

役
場
１
階
２
番
受
付

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
課
国
保
医

療
係
（
☎
85

－

６
１
３
０
）

親

ᵳ

身

　

町
で
は
医
療
費
の
一
部
を
負
担
し
、
そ
の
軽
減
を

図
る
た
め
、
次
の
医
療
証
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
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【
選
挙
期
日
】

　

平
成
23
年
７
月
10
日
（
日
）

　

午
前
７
時
～
午
後
８
時

＊
黒
鴨
、
針
生
投
票
区
は
、
午
前

　

７
時
～
午
後
７
時

【
選
挙
権
及
び
被
選
挙
権
】

(1)
選
挙
権　

平
成
３
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
か
た
で
、
平
成

23
年
１
月
１
日
現
在
で
農
業
委
員

会
を
経
由
し
て
選
挙
管
理
委
員
会

に
申
請
し
、
３
月
31
日
現
在
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
た
か
た

(2)
被
選
挙
権　

平
成
３
年
７
月
11

日
以
前
に
生
ま
れ
た
か
た
で
、
耕

作
面
積
が
10
ア
ー
ル
以
上
な
ど
一

定
の
資
格
要
件
を
有
す
る
か
た

【
立
候
補
届
出
期
間
】

●
受
付
期
間　

７
月
５
日
（
火
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

●
受
付
場
所　

白
鷹
町
選
挙
管
理

委
員
会
室
（
役
場
３
階
）

●
届
出
書
類　

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
候
補
者
（
推
薦
）
届
出
書
、

戸
籍
謄
本
ま
た
は
抄
本
、
そ
の
他

添
付
書
類
（
書
類
は
選
挙
管
理
委

員
会
で
お
渡
し
し
ま
す
。
た
だ
し
、

戸
籍
謄
本
ま
た
は
抄
本
は
、
各
自

準
備
し
て
く
だ
さ
い
。）

●
届
出
方
法　

本
人
届
出
、
推
薦

届
出
の
２
通
り
あ
り
ま
す
。

※
立
候
補
の
辞
退
は
、
届
出
期
間

で
な
け
れ
ば
で
き
ま
せ
ん
。

【
選
挙
す
べ
き
委
員
の
数
】

●
第
１
選
挙
区
（
蚕
桑
、
鮎
貝
地

区
）
６
人

●
第
２
選
挙
区
（
荒
砥
、
十
王
、

鷹
山
、
東
根
地
区
）
６
人

【
期
日
前
投
票
】

　

投
票
日
の
当
日
、
次
の
よ
う
な

か
た
は
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

(1)
職
務
や
業
務
に
従
事
す
る
場
合

や
冠
婚
葬
祭
な
ど
や
む
を
得
な
い

用
務
に
従
事
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
場
合

(2)
投
票
日
当
日
何
ら
か
の
用
事
が

あ
っ
て
投
票
区
の
区
域
外
に
旅
行

又
は
滞
在
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
場
合

(3)
疾
病
、
出
産
な
ど
で
、
投
票
日

当
日
に
投
票
で
き
な
い
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
場
合

◆
期
日
前
投
票
の
で
き
る
期
間
、

場
所
及
び
時
間

○
期
間　

７
月
６
日
（
水
）

　
　
　

～
７
月
９
日
（
土
）

○
時
間　

午
前
８
時
30
分

　
　
　

～
午
後
８
時

○
場
所

・
第
１
選
挙
区

　
　

鮎
貝
地
区
公
民
館
視
聴
覚
室

・
第
２
選
挙
区

　
　

中
央
公
民
館
文
化
実
習
室

【
不
在
者
投
票
に
つ
い
て
】

　

次
の
よ
う
な
方
は
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。

(1)
業
務
に
従
事
す
る
た
め
他
の
市

町
村
に
滞
在
さ
れ
て
い
る
か
た

　

滞
在
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
に

お
い
て
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
郵
便
で
投
票
用
紙
を
請

求
し
て
か
ら
投
票
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
る
た
め
、
郵
便
の
往
復

に
日
数
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
請
求
の
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

(2)
白
鷹
町
立
病
院
や
白
光
園
な
ど

の
施
設
に
入
所
中
の
か
た

　

そ
の
場
所
（
施
設
内
）
で
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
。

(3)
身
体
に
一
定
以
上
の
障
が
い
を

お
持
ち
の
か
た

　

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

制
度
に
よ
り
投
票
所
へ
行
か
な
く

て
も
自
宅
で
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
自
宅
で
「
郵
便
等
に
よ

る
不
在
者
投
票
」
を
す
る
場
合
に

は
、
選
挙
管
理
委
員
会
の
発
行
す

る
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
が
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ

る
か
た
は
お
早
め
に
申
請
の
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
不
在
者
投
票
の
で
き
る
期
間
、

場
所
及
び
時
間

○
期
間　

７
月
６
日
（
水
）

　
　
　

～
７
月
９
日
（
土
）

○
時
間　

午
前
８
時
30
分

　
　
　

～
午
後
８
時

○
場
所　

中
央
公
民
館
文
化
実
習
室

立
候
補
予
定
者
説
明
会

●
期
日　

６
月
20
日
（
月
）

●
時
間　

午
後
１
時
30
分
～

●
場
所　

中
央
公
民
館

　
　
　
　

第
１
・
２
研
修
室

※
立
候
補
予
定
者
は
忘
れ
ず
に
参

　

集
く
だ
さ
い
。
出
席
は
候
補
者

　

本
人
、
代
理
人
い
ず
れ
で
も
結

　

構
で
す
。

■
こ
の
選
挙
に
つ
い
て
ご
不
明
の

点
は
、
白
鷹
町
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
（
☎
85

－

６
１
２
０
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

白鷹町農業委員会委員の一般選挙が
行われます

　白鷹町農業委員会の委員の任期は、来る７月19日で任期満了となりますので、
下記により一般選挙を行います。
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国
民
年
金
は
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
か
た
が
加
入
し
、
保
険
料

を
納
め
、
老
後
や
万
が
一
の
時
に
年
金
を
受
け
取
る
国
の
社
会
保

障
制
度
で
す
。
免
除
制
度
や
改
正
さ
れ
た
制
度
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

■
保
険
料
の
免
除
制
度

　

所
得
が
少
な
い
な
ど
、
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難

な
場
合
に
は
、
ご
本
人
の
申
請
手

続
き
に
よ
っ
て
、
保
険
料
の
納
付

が
「
免
除
」、「
一
部
納
付
（
一
部

免
除
）」、
ま
た
は
「
猶
予
」
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
免
除
期
間

は
年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な

期
間
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
が
、
将

来
も
ら
え
る
年
金
額
は
全
額
納
付

し
た
場
合
よ
り
も
少
な
く
な
り
ま

す
。

　

免
除
制
度
は
次
の
３
種
類
で
す
。

ה

ῶの
お
知
ら
せ

み
な
さ
ん
、
ご
存
知
で
す
か
？

ẹ

ᵺ

　

本
人
、
世
帯
主
、
配
偶
者
の
前

年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、

申
請
手
続
き
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

保
険
料
の
納
付
が
全
額
免
除
ま
た

は
半
額
納
付
な
ど
の
一
部
納
付
と

な
り
ま
す
。

∑

ᵺ

Ꞌ

∑
ᵅ

ᾙ

Ẩ

ῶ
ẹ

ᶳ

₯

ṉ

ẍ┼

ῶ

Ꞌ

　

30
歳
未
満
の
か
た
で
本
人
・
配

偶
者
の
前
年
所
得
が
一
定
以
下
の

場
合
に
は
、
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
ま
す
。

●
免
除
申
請
・
若
年
者
納
付
猶
予

　

申
請
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑
（
本
人
が
署
名
す
れ
ば
不

　

要
）　

②
退
職
（
失
業
）
し
た
か
た
が
申

　

請
す
る
場
合
は
、
退
職
し
た
こ

　

と
を
証
明
で
き
る
書
類
（
雇
用

　

保
険
受
給
資
格
者
証
、
雇
用
保

　

険
被
保
険
者
離
職
票
な
ど
）
を

　

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

③
平
成
23
年
７
月
か
ら
平
成
24
年

　

６
月
分
の
申
請
を
す
る
か
た
で
、

　

平
成
23
年
１
月
２
日
以
降
に
白

　

鷹
町
に
転
入
し
た
か
た
は
、
平

　

成
23
年
１
月
１
日
時
点
の
住
所

　

地
の
役
所
か
ら
交
付
さ
れ
た
、

　

平
成
22
年
分
の
所
得
証
明
書
が

　

必
要
で
す
。

※
平
成
22
年
７
月
か
ら
平
成
23
年

　

６
月
分
の
申
請
を
す
る
か
た
で
、

　

平
成
22
年
１
月
２
日
以
降
に
白

　

鷹
町
に
転
入
し
た
か
た
は
、
平

　

成
22
年
１
月
１
日
時
点
の
住
所

　

地
の
役
所
か
ら
交
付
さ
れ
た
、

　

平
成
21
年
分
の
所
得
証
明
書
が

　

必
要
で
す
。

申
請
免
除
・
若
年
者
納
付
猶
予
期
間

　

申
請
免
除
・
若
年
者
納
付
猶
予

期
間
は
、
７
月
か
ら
翌
年
６
月
ま

で
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
７
月
か
ら
平
成
24
年

６
月
ま
で
の
受
付
は
、
７
月
か
ら

始
ま
り
ま
す
。

　

ま
た
、
７
月
に
申
請
す
る
場
合

に
限
り
、
平
成
22
年
７
月
か
ら
平

成
23
年
６
月
ま
で
の
期
間
に
つ
い

て
も
申
請
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

免
除
な
ど
の
承
認
を
受
け
て
い

る
か
た
が
、
引
き
続
き
免
除
の
申

請
を
さ
れ
る
場
合
は
、
で
き
る
限

り
７
月
に
申
請
さ
れ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

Ặ
　

学
生
の
か
た
で
所
得
が
一
定
額

以
下
の
場
合
に
は
、
申
請
し
て
承

認
さ
れ
れ
ば
在
学
期
間
中
の
保
険

料
が
後
払
い
で
き
る
学
生
納
付
特

例
制
度
が
あ
り
ま
す
。
夜
間
・
定

時
制
・
通
信
制
課
程
の
学
生
も
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
特
例
期
間
は
、
年
金
を
受

※
申
請
窓
口
は
、
役
場
１
階
町
民

課
戸
籍
年
金
係
で
す
。

け
る
た
め
の
必
要
な
期
間
と
し
て

取
り
扱
わ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
の

計
算
に
は
入
り
ま
せ
ん
。

※
一
般
の
免
除
申
請
は
、
学
生
に

は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

●
学
生
納
付
特
例
申
請
に
必
要
な

　

も
の

①
印
鑑（
本
人
が
署
名
す
れ
ば
不
要
）

②
学
生
証
の
写
し
、
又
は
在
学
証

　

明
書
（
原
本
）

学
生
納
付
特
例
の
期
間

　

学
生
納
付
特
例
の
期
間
は
４
月

か
ら
翌
年
３
月
ま
で
で
す
。

　

平
成
23
年
４
月
か
ら
平
成
24
年

３
月
ま
で
の
申
請
を
受
付
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
20
歳
に
な
る
か
た
は
、

誕
生
日
の
前
日
が
属
す
る
月
か
ら

次
の
３
月
ま
で
が
納
付
特
例
の
期

間
で
す
。
誕
生
日
以
降
に
窓
口
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
後
、
日
本
年
金
機
構
で
審

査
が
行
わ
れ
、
結
果
通
知
（
ハ
ガ

キ
）
が
お
手
元
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　

審
査
期
間
中
に
保
険
料
の
催
告

状
な
ど
が
届
く
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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保険料免除等と年金給付の関係

納付 全額免除 一部納付 若年者納付猶予
学生納付猶予特例 未納

障害基礎年金
遺族基礎年金

（受給資格期間に算入
されるか？）

○
（されます）

○
（されます）

△
（されます＊）

○
（されます）

×
（されません）

老
齢
基
礎
年
金

受給資格期間に
算入されるか？

○
（されます）

○
（されます）

△
（されます＊）

○
（されます）

×
（されません）

年金額に反映さ
れるか？

○
（されます）

○
（されます）

２分の１（国庫負
担分）が反映され
ます

△
（されます＊）

４分の３免除→　８分の５反映
半額免除　　→　４分の３反映
４分の１免除→　８分の７反映

×
されません

×
（されません）

ȿȿ̐₲ űű ɨ ɩȿȿȿŰŰ₲ űų ɨ ɩ

ȿȿ̑₲ űŶ ɨ ɩȿȿȿŰű₲ űŷ ɨ ɩ

ȿȿ̒₲ űų ɨ ɩ̢ űųȿ̋₲ űŴ ɨ ɩ

ȿȿ̓₲ űŷ ɨ ɩȿȿȿ̌₲ űű ɨ ɩ

ȿȿŰů ₲ űŵ ɨ ɩȿȿȿ̍₲ űŷ ɨ ɩ

űŲ
ɶᵪ ῶ ɷΕ͚ͬλΑ͜

＊減額された保険料を納付した場合。納付しないと未納と同じになり、受給資格・年金額ともに反映されません。
▼将来受け取る年金額を増額するために、免除・若年者納付猶予・学生納付特例の期間については、10 年以内
　（平成 23 年４月分は平成 33 年４月まで）であればさかのぼって保険料を納める（追納）ことができます。
▼ただし、保険料免除等の承認を受けた期間の翌年度から起算して３年度目以降に保険料を追納する場合は、当時
　の保険料額に経過期間に応じた加算金が上乗せされます。

〈相談日〉

●受付時間　午前９時30分～ 11時30分
　　　　　　午後１時～１時30分
●開始時刻　午前10時～、午後１時～
●会　　場　中央公民館文化実習室（１階）
　※６月と２月は第１・２研修室（２階）で行います。
　※会場は都合により館内別室になる場合があります。
　　ロビーの案内板をご確認ください。
●相談内容　国民年金及び厚生年金に関すること
■主　　催　日本年金機構　米沢年金事務所
　　　　　　（☎0238－22－4220）

　
űŲ Ε ∑ Ʉ ῶẹΎ͵

【国民年金保険料】
　月額　15,020円
　（毎月の保険料の納付期限は翌月末日）
【年金額】
　老齢基礎年金（年額）　満額　788,900円
　障害基礎年金（年額）
　　　　　　　　１級　986,100円　２級　788,900円

免除の対象となる所得の目安

世帯構成 全額免除（若年者納付猶予） ４分の３免除 半額免除（学生納付特例） ４分の１免除

４人世帯
（夫婦と 16 歳未満の子２人） 162 万円　 230 万円　 282 万円　 335 万円　

２人世帯
（夫婦２人） 92 万円　 142 万円　 195 万円　 247 万円　

単身世帯 57 万円　 93 万円　 141 万円　 189 万円　

■国民年金に関する問い合わせ
　　町民課　戸籍年金係（☎85－6129）

ネッキー
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ῴ

ἆ
Ὰ

Ặ₯　５月18日、東根小学校付近の宝山で、み
どりの少年団結団式が行われました。新た
に４年生24人を加え、新入団の児童に産業
振興課長から、帽子とワッペンなどが手渡
されました。結団式終了後、自然体験活動
を行い、やまがた公益の森づくり支援セン
ターの「森林ボランティアリーダー」白壁
洋子さんから、宝山の草木や環境などにつ
いて説明を受け、目を輝かせながら自然の
大切さを意識していました。

　５月11日、長井警察署で春の交通安全県
民運動出発式が行われました。その後、交
通安全協会、交通安全母の会、高齢者代表
のみなさんが役場を訪れ、交通安全メーッ
セージの伝達が行われました。高齢者代表
の別府清昌さんの伝達のあと、ちびっ子警
察官となったあゆかい保育園の馬場一翔く
んと佐藤叶望ちゃんが、二人で声をそろえ
てしっかりとメッセージを読み上げ、野村
副町長に手渡しました。

▒

ᵐ

↓

ᶫ

▒

ᵐ

〜
都
会
の
中
学
生
が
修
学
旅
行
に
〜

　

農
村
の
暮
ら
し
を
体
験
す
る
千

葉
県
内
の
中
学
生
の
教
育
旅
行
受

入
が
こ
の
ほ
ど
山
口
地
区
と
中
山

地
区
を
中
心
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
３
年
目
に
な
る
こ
の
取

り
組
み
は
、
５
月
19
日
・
20
日
に

は
八
千
代
市
立
大
和
田
中
学
校
の

３
年
生
62
人
が
山
口
に
、
５
月
25

日
・
26
日
に
は
船
橋
市
立
三
田
中

学
校
の
３
年
生
58
人
が
中
山
の
各

世
帯
に
民
泊
し
、
白
鷹
な
ら
で
は

の
農
作
業
や
自
然
に
親
し
む
体
験

を
行
い
ま
し
た
。

　

自
分
た
ち
が
収
穫
し
た
地
物
の

野
菜
を
中
心
と
し
た
食
事
は
、
美

味
し
さ
の
あ
ま
り
何
度
も
お
か
わ

り
。
心
も
体
も
ひ
と
回
り
大
き
く

な
っ
た
中
学
生
は
、
こ
の
想
い
出

の
地
を
涙
を
流
し
な
が
ら
後
に
し

ま
し
た
。

ᴴ

Ặ

ᾗ

　５月14日、あゆーむで「入学・進級おめ
でとうコンサート」が行われました。町出
身でフルート奏者の大滝敬子さんなどを招
き、フルート・チェロ・ピアノの三重奏で
ジブリメドレーなど10曲以上の演奏が行
われました。楽器を使った音あてクイズな
どもあり、子どもたちは真剣に耳を傾けて
いました。その後、愛の武将隊や「かねた
ん」などがステージに登場し、ショーを繰
り広げていました。

　５月27日、西中学校で全校ボランティア
が実施され、１年生60人が出身小学校でト
イレ掃除を行いました。お世話になった校
舎や先生がたに感謝するだけでなく、トイ
レ掃除を通して心を磨き、思いやりのある
人になることを目標に企画されました。中
学生は、事前にトイレ掃除の意義や方法を
学んでいて、手際良く便器やタイルをきれ
いにしていました。その様子を見ていた小
学生は「うれしい」と話していました。

Ặ
♣

♣
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ῂ

　５月29日と６月５日の２日間、（社）日本
ウォーキング協会の後藤一也氏をお招き
し、『目からウロコのウォーキング講座』が
行われました。延べ60人が参加し、１日
１万歩と言われる所以から、シューズの履
き方・選び方、歩幅のことなどを、講義と
実技で楽しく学びました。健康は歩いてや
ってくる！みんさんも、楽しみながら気軽
にできるウォーキングを始めてみてはいか
がですか？

　５月13日、白鷹山山頂に隣接市町などの
関係者が集い、山頂サミットが行われまし
た。白鷹山周辺のハイキングマップが更新
されたこと、休憩所の修繕計画などについ
て報告されました。その後、小学生（鷹山
小、小滝小、作谷沢小、荻小）によるヤン
グサミットが行われ、お互いに手作りの名
刺を交換して交流を深め、白鷹山の環境・
自然をいつまでも大切にすることが確認さ
れました。

ἆ
Ὰ

꜠

�
�
�
�
�
善
意
�

感
謝
�
�
�

「
愛
の
か
た
ち
献
血
」
運
動

　

５
月
19
日
、
中
央
公
民
館
で
献

血
運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
企
業
、
商
店
、
団
体
な
ど

多
く
の
か
た
が
た
が
公
民
館
を
訪

れ
、
４
０
０
㍉
㍑
ま
た
は
２
０
０

㍉
㍑
の
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
善
意
の
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
主
催　

白
鷹
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　

白
鷹
町

▼
来
場
者
数　
　
　
　

１
５
５
人

▼
４
０
０
㍉
㍑
献
血　

１
０
６
人

▼
２
０
０
㍉
㍑
献
血　
　

１
９
人

▼
献
血
者
合
計　
　
　

１
２
５
人

　

全
国
に
は
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で

輸
血
を
必
要
と
し
て
い
る
人
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
献
血
活
動
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

ⱳ

᷄

▒

ἡ

　

展
示
品
を
模
様
替
え
し
ま
し
た

期間：６月～８月末まで
※同時開催　「藍の器展」

ͣͪͭ͢ΦΎON Ɉ

ɴΕΐͣ ΦΉβɵ
▼いつ　６月26日（日）
　午前10時30分～午後３時
▼どこで　いきいき深山郷「のどか村」
▼内容
　10周年特別企画山菜汁サービス
　青竹流しソーメン、さくらんぼ狩り、工芸体験や
　直売所など
▼アトラクション　大衆演芸「さつき会」
▼その他
　水車小屋完成を記念し、はたらく水車をお披露目
　します。
※雨天の場合、内容を変
　更する場合があります。
■問い合わせ　いきいき
　深山郷のどか村
　（☎85－0380）
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＊
敬
称
略

消
防
庁
長
官
表
彰

○
消
防
団
等
地
域
活
動
表
彰

　

白
鷹
町
消
防
団

山
形
県
知
事
表
彰

○
金
条
章　
　
　

第
一
分
団

○
特
別
功
労
章

　

第
一
分
団　
　

分
団
長　

小
林　
　

真

　

第
二
分
団　
　

分
団
長　

小
松　

敏
和

○
功
労
章

　

第
二
分
団　
　

副
分
団
長　

白
田　
　

悟

　

第
四
分
団　
　

副
分
団
長　

沼
澤　
　

勉

　

第
五
分
団　
　

副
分
団
長　

髙
橋　

義
和

　

第
一
分
団　
　

部　

長　

今
野　
　

勉

　

第
一
分
団　
　

部　

長　

中
川　

洋
一

　

第
三
分
団　
　

部　

長　

山
口
陽
一
郎

　

第
三
分
団　
　

部　

長　

五
十
嶺
英
幸

　

第
五
分
団　
　

部　

長　

菅
間　
　

務

○
功
績
章

　

第
一
分
団　
　

部　

長　

金
田　
　

修

　

第
一
分
団　
　

部　

長　

丸
川　

敏
治

　

第
二
分
団　
　

部　

長　

松
木　

伸
次

　

第
二
分
団　
　

部　

長　

樋
口　

秀
人

　

第
二
分
団　
　

部　

長　

大
滝　
　

忍

　

第
三
分
団　
　

部　

長　

竹
田　

則
幸

　

第
五
分
団　
　

部　

長　

梅
津　

輝
彦

　

第
五
分
団　
　

部　

長　

梅
津　

知
己

　

第
四
分
団　
　

副
部
長　

加
藤　

隆
広

○
精
練
章

　

第
一
分
団　
　

部　

長　

佐
藤　

吉
剛

　

第
一
分
団　
　

副
部
長　

長
谷
部
淳
一

　

第
一
分
団　
　

副
部
長　

片
倉　

武
美

　

第
二
分
団　
　

副
部
長　

樋
口　

昌
幸

　

第
二
分
団　
　

副
部
長　

長
岡　

弘
之

　

第
三
分
団　
　

副
部
長　

中
嶋　

健
一

　

第
三
分
団　
　

副
部
長　

安
部　

康
雄

　

第
四
分
団　
　

副
部
長　

鈴
木　

雄
二

　

第
四
分
団　
　

副
部
長　

髙
田　

慎
一

　

第
五
分
団　
　

副
部
長　

大
滝　

邦
弘

○
永
年
勤
続
退
団
者
表
彰
（
勤
続
20
年
以
上
）

　

元
第
一
分
団　

分
団
長　

丸
川　

幸
記

　

元
第
二
分
団　

分
団
長　

横
沢　

安
弘

　

元
第
五
分
団　

分
団
長　

橋
本　

忠
敬

　

元
第
一
分
団　

部　

長　

小
口　

利
晴

　

元
第
二
分
団　

部　

長　

村
上　

伸
一

　

元
第
二
分
団　

部　

長　

安
部　

博
幸

　

元
第
二
分
団　

班　

長　

須
貝　

広
行

　

元
第
五
分
団　

班　

長　

鈴
木　

秋
広

日
本
消
防
協
会
会
長
表
彰

○
精
績
章

　

第
二
分
団　
　

分
団
長　

小
松　

敏
和

　

第
四
分
団　
　

分
団
長　

髙
田　

正
浩

山
形
県
消
防
協
会
会
長
表
彰

○
竿
頭
綬

　

第
四
分
団

○
優
良
章

　

第
一
分
団　
　

副
部
長　

遠
藤　

晴
海

　

第
一
分
団　
　

副
部
長　

片
山　

正
弘

　

第
二
分
団　
　

副
部
長　

後
藤　
　

元

　

第
五
分
団　
　

副
部
長　

梅
津　

智
彰

　

第
一
分
団　
　

班　

長　

児
玉　

秀
朗

　

第
二
分
団　
　

班　

長　

樋
口　

直
樹

　

第
二
分
団　
　

班　

長　

鈴
木　

秀
昭

　

第
二
分
団　
　

班　

長　

迎
田　

和
明

　

第
三
分
団　
　

班　

長　

海
老
名
祐
介

　

第
三
分
団　
　

班　

長　

鈴
木　

貴
広

　

第
四
分
団　
　

班　

長　

菊
地　

博
紀

　

第
四
分
団　
　

班　

長　

山
川　

久
雄

　

第
五
分
団　
　

班　

長　

舩
山　

一
浩

　

第
五
分
団　
　

班　

長　

梅
津　

祐
一

○
永
年
勤
続
章
（
25
年
）

　

第
四
分
団　
　

分
団
長　

高
田　

正
浩

　

第
一
分
団　
　

団　

員　

丸
川　

厚
志

　

第
五
分
団　
　

団　

員　

小
形　

勇
人

○
永
年
勤
続
章
（
20
年
）

　

第
五
分
団　
　

分
団
長　

小
形　

一
美

　

第
三
分
団　
　

副
分
団
長　

衣
袋　

正
人

　

第
一
分
団　
　

部　

長　

今
野　
　

勉

　

第
一
分
団　
　

部　

長　

金
田　
　

修

　

第
三
分
団　
　

部　

長　

山
口
陽
一
郎

　

第
四
分
団　
　

副
部
長　

加
藤　

隆
広

　

第
三
分
団　
　

班　

長　

松
野　

真
樹

　

第
一
分
団　
　

団　

員　

馬
場　

範
之

Ἔ
″

　

６
月
５
日
、
春
季
消
防
演
習
に
お
い
て

　
　
　
　
　

表
彰
状
の
伝
達
及
び
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た

春 季 消 防 演 習

第二分団（鮎貝地区）による中隊訓練
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第
一
分
団　
　

団　

員　

宮
澤　
　

裕

　

第
二
分
団　
　

団　

員　

土
屋　

龍
美

　

第
二
分
団　
　

団　

員　

佐
藤　

義
則

　

第
二
分
団　
　

団　

員　

齋
藤　
　

晃

　

第
二
分
団　
　

団　

員　

奥
山　

光
晴

　

第
二
分
団　
　

団　

員　

小
口　

弘
幸

　

第
二
分
団　
　

団　

員　

今　
　

春
樹

　

第
三
分
団　
　

団　

員　

加
藤　

裕
之

　

第
三
分
団　
　

団　

員　

芳
賀　

貴
幸

　

第
五
分
団　
　

団　

員　

新
野　

直
樹

　

第
五
分
団　
　

団　

員　

菅
間　
　

正

　

第
五
分
団　
　

団　

員　

田
中　

幸
博

○
永
年
勤
続
章
（
15
年
）

　

第
五
分
団　
　

部　

長　

大
木　

正
明

　

第
一
分
団　
　

班　

長　

大
滝　
　

武

　

第
四
分
団　
　

班　

長　

紺
野　

重
幸

　

本　
　

部　
　

団　

員　

平
井　

正
秋

　

第
一
分
団　
　

団　

員　

大
瀧　

真
人

　

第
一
分
団　
　

団　

員　

金
田　

康
範

　

第
一
分
団　
　

団　

員　

片
山　

充
治

　

第
一
分
団　
　

団　

員　

大
嶋　

勝
浩

　

第
二
分
団　
　

団　

員　

横
澤　
　

塁

　

第
三
分
団　
　

団　

員　

松
下　

貴
洋

　

第
三
分
団　
　

団　

員　

清
野　

隆
博

　

第
三
分
団　
　

団　

員　

齋
藤　
　

了

　

第
三
分
団　
　

団　

員　

小
林　

康
之

　

第
四
分
団　
　

団　

員　

布
施　

貴
広

　

第
五
分
団　
　

団　

員　

沼
澤　

正
晴

　

第
五
分
団　
　

団　

員　

佐
藤　

隆
将

　

第
五
分
団　
　

団　

員　

新
野　

瑞
喜

　

第
五
分
団　
　

団　

員　

村
上　

利
晴

　

第
五
分
団　
　

団　

員　

紺
野　

市
夫

　

第
五
分
団　
　

団　

員　

新
野　
　

昭

山
形
県
消
防
協
会
西
置
賜
支
部
長
表
彰

○
優
良
機
関
表
彰

　

第
二
分
団
第
三
部
第
二
班

○
優
良
消
防
団
員
表
彰

　

第
一
分
団　
　

班　

長　

今
野　

正
和

　

第
一
分
団　
　

班　

長　

金
子　

哲
治

　

第
一
分
団　
　

班　

長　

梅
津　
　

浩

　

第
一
分
団　
　

班　

長　

渋
谷　

直
樹

　

第
一
分
団　
　

班　

長　

漆
山　
　

剛

　

第
二
分
団　
　

班　

長　

齋
藤　

吉
邦

　

第
二
分
団　
　

班　

長　

大
滝
幸
一
郎

　

第
二
分
団　
　

班　

長　

横
澤　

寿
喜

　

第
二
分
団　
　

班　

長　

小
口　

孝
司

　

第
三
分
団　
　

班　

長　

大
木　

久
春

　

第
三
分
団　
　

班　

長　

髙
橋　

秋
博

　

第
三
分
団　
　

班　

長　

小
関　
　

聖

　

第
三
分
団　
　

班　

長　

梅
津　

智
也

　

第
四
分
団　
　

班　

長　

竹
田　

茂
樹

　

第
四
分
団　
　

班　

長　

大
宮　

孝
幸

　

第
四
分
団　
　

班　

長　

佐
藤　

俊
則

　

第
五
分
団　
　

班　

長　

平　
　

明
由

　

第
五
分
団　
　

班　

長　

髙
橋　

純
一

　

第
五
分
団　
　

班　

長　

橋
本　
　

豊

　

第
五
分
団　
　

班　

長　

鈴
木　

竜
一

○
優
良
運
転
手
表
彰

　

第
一
分
団　
　

団　

員　

本
木　

栄
次

　

第
二
分
団　
　

団　

員　

熊
坂　

嘉
門

　

第
五
分
団　
　

団　

員　

小
形
勇
二
郎

白
鷹
町
長
感
謝
状

○
幹
部
退
団
者
（
班
長
以
上
の
幹
部
）

　

元
第
二
分
団　

分
団
長　

大
滝　

丈
夫

　

元
第
一
分
団　

部　

長　

今
野　
　

勉

　

元
第
一
分
団　

部　

長　

本
木　
　

修

　

元
第
一
分
団　

部　

長　

丸
川　

厚
志

　

元
第
二
分
団　

部　

長　

佐
藤　

貴
博

　

元
第
四
分
団　

部　

長　

小
関　

敦
広

　

元
第
四
分
団　

部　

長　

伊
藤　

孝
義

　

元
第
四
分
団　

部　

長　

大
滝　

孝
一

　

元
第
五
分
団　

部　

長　

田
中　

幸
博

　

元
第
五
分
団　

部　

長　

小
形　
　

仁

　

元
第
五
分
団　

部　

長　

鈴
木　
　

晃

　

元
第
一
分
団　

班　

長　

大
瀧　

俊
秀

　

元
第
一
分
団　

班　

長　

大
嶋　

勝
浩

　

元
第
二
分
団　

班　

長　

奥
山　

光
晴

　

元
第
二
分
団　

班　

長　

佐
藤　

義
則

　

元
第
二
分
団　

班　

長　

小
口　

弘
幸

　

元
第
二
分
団　

班　

長　

齋
藤　
　

晃

　

元
第
二
分
団　

班　

長　

今　
　

春
樹

　

元
第
二
分
団　

班　

長　

土
屋　

龍
美

　

元
第
三
分
団　

班　

長　

木
口　

克
俊

　

元
第
三
分
団　

班　

長　

笹
原　

広
輝

　

元
第
三
分
団　

班　

長　

髙
山　

知
樹

　

元
第
四
分
団　

班　

長　

川
部　

茂
樹

　

元
第
五
分
団　

班　

長　

遠
藤　

修
次

　

元
第
五
分
団　

班　

長　

鈴
木　

竜
一

○
永
年
勤
続
退
団
者
（
勤
続
15
年
以
上
の
団
員
）

　

元
第
一
分
団　

団　

員　

金
田　

康
範

○
消
防
団
協
力
事
業
所

　

障
が
い
者
支
援
施
設　

白
鷹
陽
光
学
園

○
無
火
災
地
区

　

東
高
玉
区

　

高
岡
区

○
内
助
の
功
労
者

　

髙
田　

広
美

白
鷹
町
消
防
団
長
表
彰

○
賞
詞
（
勤
続
13
年
以
上
の
団
員
）

　

第
一
分
団　
　

副
部
長　

渡
部　

貴
之

　

第
一
分
団　
　

班　

長　

小
林　

政
雄

　

第
四
分
団　
　

班　

長　

海
老
名
晃
昭

　

第
五
分
団　
　

班　

長　

舩
山　

裕
介

　

第
五
分
団　
　

班　

長　

新
野　

好
正

　

本　
　

部　
　

団　

員　

大
瀧　

勇
祐

　

第
一
分
団　
　

団　

員　

鈴
木　

浩
一

　

第
二
分
団　
　

団　

員　

樋
口　

和
貴

　

第
三
分
団　
　

団　

員　

橋
本　

達
也

　

第
三
分
団　
　

団　

員　

鈴
木　

真
盛

　

第
三
分
団　
　

団　

員　

山
口　
　

彰

　

第
四
分
団　
　

団　

員　

紺
野　

稔
晴

　

第
五
分
団　
　

団　

員　

佐
藤　

良
一

　

第
五
分
団　
　

団　

員　

梅
津　

洋
一
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気
仙
沼
市
災
害
義
援
金
及
び
支
援
物
資
に
つ
い
て

　

義
援
金
（
４
月
30
日
ま
で
受
付
）
及
び
支
援
物
資
（
４
月
22
日
ま
で

受
付
）
に
ご
協
力
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
多
く

の
温
か
い
善
意
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
ご
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
義
援
金　

１
１
８
３
万
７
７
７
４
円

　
　
　
　

（
個
人
４
８
８
人
、
事
業
所
等
83
団
体
）

　

支
援
先
内
訳　

気
仙
沼
市
へ
１
１
４
８
万
７
７
７
４
円

　
　
　
　
　
　
　

町
内
避
難
で
小
中
学
生
の
い
る
家
庭
に
35
万
円

○
支
援
物
資　

毛
布
や
白
米
を
は
じ
め
多
く
の
支
援
物
資
を
い
た
だ
き
、

　

気
仙
沼
市
へ
届
け
た
ほ
か
、
町
内
の
避
難
所
で
も
利
用
し
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
被
災
地
支
援

　

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
。
早
く
も
３
カ
月
が
経
過
し

ま
し
た
が
、
依
然
被
災
地
の
状
況
は
「
復
興
」
に
は
程
遠
い
状
況
で
す
。

　

町
は
、
５
月
下
旬
に
被
災
地
へ
の
人
的
支
援
を
行
い
ま
し
た
の
で
、

そ
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

町
で
は
、
今
後
も
被
災
地
支
援
の
た
め
に
で
き
る
限
り
の
支
援
を
行

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
町
の
災
害
対
策
な
ど
に

つ
い
て
も
皆
さ
ん
の
安
心
安
全
な
生
活
の
た
め
、
十
分
に
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

活動報告

山
形
県
被
災
地
広
域
支
援
隊

　

５
月
17
日
か
ら
21
日
ま
で
山
形

県
被
災
地
広
域
支
援
隊
と
し
て
職

員
１
人
が
岩
手
県
山
田
町
で
支
援

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

29
カ
所
あ
る
避
難
所
（
避
難
者

約
３
５
０
０
人
）
へ
の
食
料
・
日

用
品
の
仕
分
け
作
業
が
主
な
業
務

で
、
山
田
町
役
場
の
か
た
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
か
た
が
た
と
協
力
し

な
が
ら
の
業
務
で
し
た
。

　

役
場
の
か
た
の
約
半
数
は
津
波

や
火
災
な
ど
で
家
を
失
い
、
避
難

所
生
活
を
し
な
が
ら
業
務
を
さ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、

「
こ
れ
か
ら
は
良
く
な
る
し
か
な

い
か
ら
」
と
前
向
き
に
作
業
を
さ

れ
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

ま
た
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
の
情
報

で
知
り
得
る
以
上
の
数
多
く
の
自

治
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
が
現
地
で
活
動
さ
れ
て

お
り
、「
復
興
」
に
向
け
た
日
本
全

体
の
力
を
感
じ
ま
し
た
。

山
形
県
医
療
救
護
班

　

５
月
20
日
か
ら
22
日
ま
で
、
山

形
県
医
療
救
護
班
と
し
て
町
立
病

院
の
ス
タ
ッ
フ
な
ど
５
人
が
気
仙

沼
市
の
避
難
所
で
、
診
察
や
薬
の

処
方
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

全
国
各
地
か
ら
の
医
療
救
護
班

津波や火災でほとんどの建物が被害にあった中心市街地（左側が海）

津波で倒された防潮堤 ボランティアによる炊き出し

と
協
力
し
な
が
ら
３
カ
所
の
避
難

所
を
受
け
持
ち
、
避
難
者
の
健
康

管
理
に
努
め
ま
し
た
。

　

被
害
状
況
は
想
像
を
上
回
る
も

の
で
し
た
が
、
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
な
ど
に
は
、
少
し
ず
つ
仮
設
住

宅
も
完
成
し
、
復
興
に
向
け
た
動

き
も
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

グラウンドに完成した仮設住宅

津波で流され炎上した船

診察の様子（藤島先生）

岩手県山田町

宮城県気仙沼市
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今
回
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
食
生
活

に
つ
い
て
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

エ
ジ
プ
ト
料
理
と
い
う
と
、
マ

ハ
シ
ー
（
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
に
ご
飯

を
つ
め
た
も
の
）、
タ
ー
メ
イ
ヤ

（
ソ
ラ
マ
メ
の
コ
ロ
ッ
ケ
）、
コ

シ
ャ
リ
（
パ
ス
タ
と
ご
飯
を
混
ぜ

辛
い
ト
マ
ト
ソ
ー
ス
を
か
け
た
も

の
）
な
ど
が
有
名
で
、
主
食
は
パ

ン
と
ご
飯
で
す
。
お
米
は
ど
こ
で

も
買
う
こ
と
が
で
き
、
味
も
日
本

と
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
、
調
理
の
仕
方
が
違
い
、
油
と

塩
も
加
え
ま
す
。
パ
ン
の
種
類
は

形
・
硬
さ
と
た
く
さ
ん
あ
り
、
チ

ー
ズ
・
タ
ー
メ
イ
ヤ
・
フ
ー
ル

（
豆
を
煮
た
も
の
）・
ポ
テ
ト
チ

ッ
プ
ス
な
ど
を
中
に
は
さ
ん
で
食

べ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
全
体
的

に
、
に
ん
に
く
や
香
辛
料
、
油
が

多
く
使
わ
れ
て
い
る
料
理
が
多
い

た
め
、
日
本
人
に
と
っ
て
は
好
き

嫌
い
が
は
っ
き
り
分
か
れ
る
印
象

が
あ
り
ま
す
。
初
め
は
油
の
多
い

料
理
に
お
腹
を
下
す
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、
す
ぐ
に
な
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

食
事
の
時
間
は
、
日
本
と
は
少

し
異
な
り
ま
す
。
朝
食
は
学
校
や

職
場
で
食
べ
る
人
が
多
く
、
午
前

９
時
こ
ろ
に
食
べ
ま
す
。
幼
稚
園

を
含
め
学
校
で
お
や
つ
を
買
う
こ

と
が
で
き
、
自
由
に
食
べ
て
い
る

様
子
を
見
て
初
め
は
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
学
校
や
職
場
で
は
き
ち

ん
と
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
ま
す
が
、
大

人
を
含
め
み
ん
な
外
で
は
ご
み
を

道
端
に
そ
の
ま
ま
捨
て
て
し
ま
い

ま
す
。「
拾
う
仕
事
の
人
の
仕
事
を

な
く
さ
な
い
よ
う
に
捨
て
る
ん
だ

よ
」
と
言
い
ま
す
が
、
学
校
な
ど

に
も
掃
除
の
人
は
い
ま
す
し
、
何

度
聞
い
て
も
疑
問
を
持
た
ず
に
い

ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
午
後
２

～
３
時
こ
ろ
に
昼
食
、
午
後
11
時

く
ら
い
に
夕
食
を
食
べ
ま
す
。
メ

イ
ン
は
昼
食
で
、
仕
事
を
し
て
い

る
人
も
家
に
帰
り
、
家
で
ご
飯
を

食
べ
る
人
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
昼

食
は
み
ん
な
で
食
べ
、
一
家
団
ら

ん
を
大
切
に
す
る
場
面
を
垣
間
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
夕
食
は
昼

食
に
比
べ
る
と
軽
く
、
パ
ン
に
何

か
を
つ
け
た
り
は
さ
ん
で
食
べ
る

家
が
多
い
で
す
。

　

一
度
知
り
合
い
の
家
で
ご
飯
を

食
べ
る
と
、
そ
の
後
か
ら
は
家
族

の
一
員
と
し
て
扱
っ
て
く
れ
る
事

が
多
く
、
元
気
か
？
困
っ
て
い
る

事
は
な
い
か
？
と
い
つ
も
連
絡
を

く
れ
ま
す
。
食
べ
る
事
が
好
き
な

エ
ジ
プ
ト
人
に
と
っ
て
、
食
べ
物

を
通
し
て
の
交
流
は
心
と
心
を
近

く
し
て
く
れ
る
の
か
な
と
感
じ
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　

芳
賀
由
佳

ḿ

ὕ

調理風景

一般的な食事
※
「
由
佳
の
エ
ジ
プ
ト
日
記
」
は
、
青
年
海
外
協
力
隊
員
（
派
遣
先
…
エ
ジ
プ
ト
）
と
し
て

　

活
動
さ
れ
て
い
る
芳
賀
由
佳
さ
ん
の
執
筆
に
よ
る
シ
リ
ー
ズ
で
す
。（
全
４
回
予
定
）

平
成
22
年
度

情
報
公
開
条
例
・
個
人
情
報

保
護
条
例
の
運
用
状
況

▼
期
間　

平
成
22
年
４
月
１
日

　
　
　

～
平
成
23
年
３
月
31
日

▼
根
拠
条
項

　

白
鷹
町
情
報
公
開
条
例
第
26
条

・
個
人
情
報
保
護
条
例
第
39
条

　

白
鷹
町
情
報
公
開
条
例
は
、
行

政
の
説
明
責
任
を
明
ら
か
に
し
、

わ
か
り
や
す
い
町
政
の
実
現
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
白
鷹
町
個
人
情
報
保
護

条
例
は
、
行
政
が
保
有
す
る
個
人

情
報
の
保
護
及
び
適
正
な
取
り
扱

い
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
に
よ

り
、
個
人
の
権
利
・
利
益
を
保
護

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
総
務
係

（
☎
85

－

６
１
２
０
）

項　目 件数

情報公開請求 ４

情報公開等決定 ４

情報公開不服申立 ０

個人情報開示等請求 ０

個人情報開示等決定 ０

個人情報保護不服申立 ０

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害

を
受
け
ら
れ
た
か
た
へ

　

税
金
関
係
の
お
知
ら
せ

　

大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら

れ
た
か
た
は
、
所
得
税
の
軽
減
・

免
除
が
受
け
ら
れ
、
税
務
署
で
手

続
き
を
行
う
こ
と
で
所
得
税
が
還

付
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
ほ
か
、
徴
収
猶
予
か
廃
車
と
な

っ
た
自
動
車
重
量
税
の
還
付
な
ど

の
特
例
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
税
に
つ
い
て
も
個

人
町
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
な
ど
の
特
例
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

長
井
税
務
署

（
☎
84

－

１
８
１
０
）
県
西
置
賜

税
務
課（
☎
88

－

８
２
０
９
）
町

税
務
出
納
課（
☎
85

－

６
１
３
２
）

あ
な
た
の
寄
付
金
が
被
災
地
支
援
に

　

被
災
地
の
自
治
体
へ
の
寄
付

金
、
自
治
体
を
通
じ
て
被
災
者
へ

の
義
援
金
は「
ふ
る
さ
と
寄
付
金
」

と
し
て
住
民
税
・
所
得
税
の
控
除

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
日
本
赤
十
字

社
な
ど
へ
の
義
援
金
も
控
除
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
総
務

省
東
日
本
大
震
災
関
連
情
報
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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【
事 

例
】

　

携
帯
電
話
で
無
料
の
ゲ
ー
ム
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
見
つ
け
た
の

で
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
し

た
と
こ
ろ
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
画
面

に
移
ら
ず
、
出
会
い
系
サ
イ
ト
に

登
録
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
登
録
し

た
つ
も
り
は
な
い
の
に
、
何
通
も

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
（
以
下
、
メ
ル

マ
ガ
）
が
来
る
の
で
、
退
会
し
た

い
旨
メ
ー
ル
し
た
が
退
会
で
き
ず
、

そ
の
後
も
メ
ル
マ
ガ
が
送
ら
れ
て

き
た
。
送
ら
れ
て
き
た
メ
ー
ル
の

中
に
「
メ
ル
マ
ガ
配
信
停
止
」
と

い
う
箇
所
が
あ
り
、
ク
リ
ッ
ク
し

た
と
こ
ろ
、「
メ
ー
ル
を
閲
覧
し
た

の
で
退
会
意
思
は
な
い
と
み
な
し
、

３
０
０
０
円
請
求
す
る
。」
と
い

う
メ
ー
ル
が
き
た
。

︻
ア
ド
バ
イ
ス
︼

　

業
者
は
登
録
完
了
に
至
る
よ
う

巧
妙
に
誘
導
し
、
料
金
を
払
わ
ざ

る
を
得
な
い
と
思
わ
せ
る
よ
う
な

手
口
を
使
い
ま
す
。
も
し
も
興
味

本
位
で
気
軽
に
ア
ク
セ
ス
し
て
し

ま
い
、“
登
録
に
な
り
ま
し
た
”
や

“
入
会
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
”
と
画
面
に
出
た
と
し
て
も
、

そ
も
そ
も
契
約
が
有
効
に
成
立

し
て
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
利

用
料
金
を
請
求
さ
れ
て
も
、
言
わ

れ
る
ま
ま
に
支
払
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
何
が
「
無
料
」
な
の
か
、

利
用
規
約
や
料
金
設
定
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
な
ど
、
必
ず
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

　

☎
85

－

６
１
３
１

vol.13

⁶

ᴻ

Ῐ

ᵣ

※
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
場

　

合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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ῗ
ι

”

‘

 
⁯

Ό

‍ι
ι

ι

ι

‹
‏

ῗ
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ῗ
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ῗ
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ῗ
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ῗ
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ῗ
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ΐ
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ῗ
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ῗ
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ῗ
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ῗ
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ῗ
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ῗ
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ῗ
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ῗ
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ῗ
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ῗ
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ῗ
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ῗ
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ῗ
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ῗ
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ῗ
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ῗ
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ῗ
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ɶἐḉόϊВϠ⅛ ɷΕ ΒΉ͜ΌΕ͢ αͻ

　日本では１年間におよそ４万5,000人もの人が肝硬変や肝がんで亡くなっていますが、肝臓の病気の多く
がウイルスで感染する「ウイルス性肝炎」が原因と言われています。
　自覚症状が見られるころには、ほとんど重症化していることが多く近年問題となっていることから、町で
は早期発見・早期治療により健康障害を少なくするため、次の内容により検診を実施することにしました。
　この機会に受診していただくことをお勧めいたします。

　○対象者　40歳以上で、肝炎ウイルス検診を希望されるかた
　○検診内容　Ｂ型肝炎ウイルス検査とＣ型肝炎ウイルス検査（血液検査）
　○検診方法　①集団検診　②個別検診　どちらかお選びいただけます。
　　　①集団検診　…　健康福祉センターや各地区公民館での検診
　　　　　　　　　　ɴ√ὊϲϚϲϚ ϒГКϧɚɵάɴ͢ αͻ ɵΎ ɄṮ κẬ ͜΄΅ͥɀ

ȿȿȿȿȿȿȿȿȿȿȿ Ṯ Β᷇ͯͧ͢΅ͭ͜Ɂ

　　　②個別検診　…　医療機関での検診
　　　　　　　　　　　 ᵳ ὅἜΒΉ͜ΌΖɀ◦ ̑₲OP ꞊Ύ͢ αͻͯΦ͵Ɂ

　○検診料金と持ち物（＊年齢は前年度中の年齢です）

＊年齢 生年月日 料金 持ち物
40歳 昭和45年４月２日～昭和46年４月１日

無料

①集団検診希望のかた
　・受診券　※後日郵送します　
　・医療保険証
　※問診票は会場で交付します。
②個別検診希望のかた
　・受診券と問診票　※後日郵送します
　・医療保険証

45歳 昭和40年４月２日～昭和41年４月１日
50歳 昭和35年４月２日～昭和36年４月１日
55歳 昭和30年４月２日～昭和31年４月１日
60歳 昭和25年４月２日～昭和26年４月１日

上記以外の40歳以上で検診を希望されるかた
1,000円

①集団検診希望のかた
　・料金　・医療保険証
　※問診票は会場で交付します。
②個別検診希望のかた
　・料金　・医療保険証
　・問診票（郵送しますので健康推進係まで
　　ご連絡ください）

■申込・問い合わせ　健康福祉課健康推進係（☎86－0210）
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認
知
症
が
進
行
す
る
と
、「
自
宅

に
い
る
の
に
﹃
家
に
帰
る
﹄
と
出

か
け
よ
う
と
す
る
」「
茶
の
間
の

ゴ
ミ
箱
を
ト
イ
レ
と
間
違
え
て
用

を
足
し
て
し
ま
う
」
な
ど
、
家
族

や
周
囲
の
人
に
と
っ
て
は
困
っ
て

し
ま
う
行
動
を
と
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

止
め
よ
う
と
し
て
も
、
認
知
症

の
か
た
に
理
解
し
て
も
ら
え
ず
や

め
て
も
ら
え
な
い
と
、
介
護
者
は

困
り
、
怒
り
、
疲
れ
て
し
ま
い
、

介
護
へ
の
意
欲
も
薄
れ
て
し
ま
い

か
ね
ま
せ
ん
。

　

で
も
、
こ
れ
ら
の
介
護
者
を
困

ら
せ
る
行
動
も
、
認
知
症
の
か
た

に
と
っ
て
は
理
由
が
あ
る
こ
と
が

ほ
と
ん
ど
な
の
で
す
。

　

認
知
症
の
物
忘
れ
の
特
徴
に
、

新
し
い
こ
と
が
覚
え
ら
れ
な
い

「
記
銘
力
の
低
下
」
や
過
去
の
記

憶
の
中
で
生
き
る
「
記
憶
の
逆
行

性
喪
失
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
認

知
症
の
か
た
の
記
憶
は
、
最
近
の

こ
と
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
忘
れ
て

し
ま
う
の
で
、
子
ど
も
が
建
て
た

築
５
年
の
家
よ
り
も
、
自
分
が
若

い
頃
過
ご
し
た
家
を
「
自
宅
」
だ

と
思
い
込
ん
で
い
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
ト
イ
レ
で
な

い
場
所
で
排
泄
し
て
し
ま
う
の
は
、

ト
イ
レ
の
場
所
が
わ
か
ら
な
く
な

っ
て
い
た
り
、
ま
た
尿
意
が
鈍
く

な
っ
て
い
た
り
し
て
ト
イ
レ
ま
で

間
に
合
わ
ず
、
な
ど
複
数
の
理
由

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

◆
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
『
福
祉

　

用
具
』
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

Ỳ

ἵ

ᵺ

ẋ

ⱴ

ṅ

Ꞌ

Ἒ

≡
Ἔ

ṭ
█

∑Ỳ

ἵ

ꜝ

≡
Ἔ

ⱴ

ῂ

 
ṭ

ᵺ

Ὂṭ

█ᵐ

ᾇ
⁴

ᾇ

◆
衣
類
に
本
人
の
名
前
や
連
絡
先

　

を
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う

Ὂ
ὕ

►

הּ

Ὂ

ṅ

Ἧ

∞
ᶆ

ḝ

 

ὕ

ᵐ

◆
周
囲
に
話
し
、
協
力
し
て
も
ら

　

い
ま
し
ょ
う

ṅ

ẋ

Ꞌ

ῴ
↕

ῂ

Ḓ

ⱴ

Ὂ

ᵐ
꜠

↕

ᾴ
ὰ
Ṯ

↕

Ꞌ

⁵

↕

ᾴ

╠

ẻ

Ꞌ

ᵶ

◦

↕

■
問
い
合
わ
せ　

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
☎
86

－

０
１
１
２
）

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

　

認
知
症
の
こ
と
で
お
悩
み
の
か

た
、
誰
か
に
話
を
聞
い
て
ほ
し
い

か
た
、
本
人
・
家
族
・
近
所
の
か

た
な
ど
ど
な
た
で
も
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▼
い
つ　

６
月
22
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
86

－

０
１
１
２
）
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ͫͨη ᵷ᷿

Ａ子「私とり年なの！」

Ｂ子「私もとり年なの！！」

Ｃ子「私はさる年」

Ａ子「あのね　私のじいちゃんもおばんちゃもとり年なの

　　　じいちゃんはペンギンで、おばんちゃは“ゆばーば”のからす。

　　　そして私はにわとりって言われたの」

Ｂ子「そうなんだ。ね　うし　とら　う　…　あとわかんないね」

ɴ>ΑΒ ]>ɵ

１. 雇用職種及び人員等
　○職種及び人員　プール監視業務（若干名）
　○勤務地　町民プール（東中敷地内）
　○雇用予定期間　７月23日（土）～８月21日（日）
　○勤務時間　午前８時30分～午後５時15分
　○勤務内容　利用者の安全管理、水質管理のための
　　　　　　　機械操作及び施設の衛生管理など
　○賃金　１日　5,800円
２. 応募資格
　　満18歳以上の大学生及び社会人で健康なかた
　　（男女は問いません）
３. 選考方法
　　履歴書審査、面接実施後決定し、直接本人に通知
　　します。
４. 申込方法
　　履歴書（市販様式または教育委員会備付様式）に

５月の町長交際費

　平成23年５月に支出された町長
　交際費についてお知らせします。

■問い合わせ
　総務課総務係　☎85－6120

　　必要事項を記入し、教育委員会生涯スポーツ係 
　　あて提出してください。               
５. 受付期間　７月５日（火）正午まで　
６. その他
　　開放期間で毎日勤務することができなくても、
　　監視員をしたいというかたはご相談ください。
　※不明な点はお問い合わせください。
■申込・問い合わせ
　　教育委員会　生涯スポーツ係（☎85－6147）

町民プールの監視員を募集します

₲
PR

　

無
料
電
話
に
よ
る
地
デ
ジ
臨
時

相
談
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
ま
す
。

地
デ
ジ
に
関
し
て
分
か
ら
な
い
こ

と
が
あ
る
か
た
は
、
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
期
間　

６
月
15
日
（
水
）

　
　
　
　
　

～
８
月
26
日
（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

▼
ど
こ
で　

役
場
１
階
フ
ロ
ア

▼
内
容

　

役
場
に
無
料
携
帯
電
話
を
設
置

し
ま
す
の
で
、
携
帯
電
話
を
利
用

し
て
ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了
に
伴
う

相
談
な
ど
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

※
戸
別
訪
問
に
よ
る
無
料
の
受
診

　

調
査
な
ど
も
行
い
ま
す
。
詳
し

　

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
受
信
相
談
問
い
合
わ
せ
（
☎

０
２
３

－

６
０
６

－

１
１
０
０
）

■
問
い
合
わ
せ

　

デ
ジ
サ
ポ
山
形
（
☎
０
２
３

－

６
４
５

－

７
２
６
２
）
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商
店
（
☎
85

－

３
１
３
４
）、
長

井
市
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ
（
☎
84

－

６
９
０
０
）、
八
文
字
屋
長
井
店

（
☎
83

－

１
３
２
０
）

■
問
い
合
わ
せ　

楽
市
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
＠
白
鷹
／
山
本
昌
継
（
☎
０

９
０

－

９
６
７
８

－

１
８
２
８
）

Ή

Ḇ

Ṱ

Ṯ

▼
い
つ　

７
月
３
日
（
日
）

　

午
前
７
時
30
分
集
合

▼
ど
こ
で　

山
形
南
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
（
表
彰
式
・
懇
親
会
は
パ

レ
ス
松
風
）

▼
競
技
方
法　

ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
戦

▼
会
費　

５
０
０
０
円
（
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
金
１
０
０
０
円
含
む
）

※
プ
レ
ー
代
・
昼
食
代
は
個
人
負

　

担
で
す
。

※
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
金
は
、
町
を
通

　

じ
て
被
災
地
に
寄
付
し
ま
す
。

▼
申
込
方
法　

パ
レ
ス
松
風
ま
で

Ｆ
Ａ
Ｘ
か
電
話
に
て
６
月
27
日
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
定
員　

20
組
（
80
人
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

パ
レ

ス
松
風
五
十
嵐
・
丸
川
（
☎
85

－

１
０
０
１
）

▼
持
ち
物　

運
転
免
許
証

▼
そ
の
他　

運
転
し
て
い
た
だ
く

車
は
レ
ン
タ
カ
ー
（
オ
ー
ト
マ
チ

ッ
ク
車
）
で
す

▼
申
込
期
限　

６
月
17
日
（
金
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

事
務
局

／
町
民
課
く
ら
し
環
境
係
（
☎
85

－

６
１
３
１
）

ᶳ
ṥ

ᶕ
Ḹ

ᾓ

Ṱ

ᶳ
Ṯ

　

原
子
力
や
限
り
あ
る
資
源
に
頼

ら
な
い
暮
ら
し
を
め
ざ
し
、
瀬
戸

内
海
の
島
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
自
立
に
取
り
組
む
人

び
と
を
描
い
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
映
画
を
上
映
し
ま
す
。

▼
日
時
・
会
場

○
６
月
18
日
（
土
）

　

長
井
市
置
賜
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ

○
６
月
19
日
（
日
）

　

山
形
大
学
工
学
部
４
号
棟

▼
上
映
時
間

①
午
前
10
時
～
②
午
後
１
時
～

③
午
後
４
時
～
④
午
後
６
時
30
分

～
（
長
井
の
み
）

※
託
児
回
あ
り
、
要
事
前
予
約

▼
定
員　

各
回
２
０
０
人

▼
料
金　

前
売
り
・
当
日
と
も

・
大
人
１
０
０
０
円

・
高
校
生
以
下
５
０
０
円

▼
チ
ケ
ッ
ト
購
入
先　

ヤ
マ
シ
チ

▼
い
つ　

６
月
18
日
（
土
）　

　

総
会
後
、
午
後
２
時
10
分
～

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
い
こ
い

の
間

▼
講
演

「
東
根
小
学
校
の
木
造
校
舎

（
棟
札
）
に
つ
い
て
」

▼
講
師　

川
村
正
さ
ん

▼
参
加
希
望
の
か
た
は
当
日
会
場

へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
文

化
振
興
係
（
☎
85

－

６
１
４
６
）

ᾓ

ⱶ

Ṯ

　

今
回
の
震
災
後
、
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
の
省
エ
ネ
効
果
が
ま
す
ま
す
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

燃
料
不
足
に
な
っ
た
時
に
、
長

時
間
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
並
ん

だ
と
い
う
か
た
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
思
い
ま
す
。
今
お
持
ち
の
車
で

も
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
心
が
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
燃
費
を
約
20
㌫
も

向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
地
球
と
財

布
に
や
さ
し
い
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を

習
得
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
い
つ　

６
月
21
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館

▼
定
員　

15
人

▼
受
講
料　

無
料

催　し

OU
Ṱ

ⱥ
ṓ

紅
花
生
産
量
日
本
一
！

「
見
て
」「
ふ
れ
て
」「
食
べ
て
」

楽
し
む
２
日
間
で
す
。

ご
家
族
み
な
さ
ん
で
お
い
で
く
だ

さ
い
。

▼
い
つ　

７
月
９
日
（
土
）
～
10

日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
ど
こ
で　

滝
野
交
流
館
・
萩
野

大
日
堂
・
十
王
八
卦
地
区

■
問
い
合
わ
せ　

町
観
光
協
会

（
☎
86

－
０
０
８
６
）

Ṯ
ⱶ
Ḉ
Ṯ

　

講
演
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
の
で
、
お
い
で
く
だ
さ
い
。

ṷ ―₁Ὸ₁᾿ ‗

ṷ ι Ὸ⁮ ‴‖

ṷι ‖„᾿  ₁᾿  ₁₀  ―΅‴ ῀

ṷ ” ₀ῷ ”‏ ‖ ₀  ―΅⁴ ⁞

ι • ‭ ” ᾿ ” ₀

ι  ―‹‴ ₁Ὸ῀

ͨῷ ΅ ⁸  ι ‴‖ι ι

• ”  ι ║

ι ι ι ι
≥⅞→≥Ω╒₮≡└

広告



　　 広報しらたか　2011.6.13 　　 広報しらたか　2011.6.13●21　　 広報しらたか　2011.6.13 　　 広報しらたか　2011.6.13

募　集
Ῐ

ὂ

∕

　

県
内
で
新
た
に
農
業
を
始
め
た

い
、
職
業
と
し
て
農
業
に
関
心
を

お
持
ち
の
か
た
に
、
作
物
・
期
間

・
場
所
な
ど
の
希
望
を
お
聞
き
し

て
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
農
作
業
体

験
を
し
て
い
た
だ
く
研
修
制
度
で

す
。
興
味
の
あ
る
か
た
は
ぜ
ひ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
受
け
入
れ
先　

県
内
の
先
進
的

農
業
者
（
水
稲
・
果
樹
・
野
菜
・

花
き
・
畜
産
）

▼
体
験
日
数　

１
日
～
１
週
間
以

内
（
日
帰
り
ま
た
は
民
泊
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
募
集
期
間　

５
月
下
旬
～
平
成

24
年
２
月
末
日

▼
定
員　

50
人
（
先
着
順
）

▼
申
し
込
み　

参
加
希
望
日
の
10

日
前
ま
で
申
込
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

公
益
財

団
法
人
や
ま
が
た
農
業
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
２
３

－

６
４
１

－

１
１
１
７
）

Ẇ

　

認
知
症
の
早
期
発
見
、
早
期
治

療
の
た
め
、
専
門
医
に
よ
る
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
い
つ　

７
月
１
日
（
金
）　

　

午
後
２
時
～
４
時
（
予
約
制
）

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

物
忘
れ
が
気
に
な
る
か

た
や
そ
の
家
族

▼
相
談
医　
　

川
順　

氏
（　

川

記
念
病
院
院
長
）

▼
申
し
込
み　

６
月
27
日
（
月
）

ま
で
に
電
話
な
ど
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
福

祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
86

－

０
１
１
２
）

ῂ
ṇ

Ṯ

　

平
成
24
年
度
か
ら
中
学
校
で
使

わ
れ
る
教
科
書
が
変
わ
る
こ
と
に

伴
い
、「
教
科
書
展
示
会
」
を
行
い

ま
す
。

▼
日
時
・
場
所

①
６
月
20
日
（
月
）～
26
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

・
白
鷹
町
立
図
書
館　

広告

おしらせ

②
６
月
17
日
（
金
）～
30
日
（
木
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
土
、
日
は
除
く

・
置
賜
総
合
支
庁
西
庁
舎
５
階
教

　

育
相
談
室

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
学

校
教
育
係
（
☎
85

－
６
１
４
４
）

ᶫ

　

今
年
も
７
月
３
日
（
日
）
県
内

一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。
各
地
区
で

計
画
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

実
施
日
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
各
区
長
・
町
内
長
の
指
示
に

従
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
管

理
係
（
☎
85

－

６
１
４
０
）

Ṯ

　

多
重
債
務
で
お
悩
み
の
か
た
に
、

専
門
家
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
事
前
に

予
約
が
必
要
で
す
。

▼
い
つ　

６
月
18
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

▼
ど
こ
で　

ろ
う
き
ん
長
井
支
店

■
問
い
合
わ
せ　

西
置
賜
地
区
労

働
者
福
祉
協
議
会
／
労
金
長
井
支

店
内
（
☎
84

－

１
１
０
０
）

　

雪
や
氷
の
冷
た
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
、
建
物
の
冷
房
や
農
産
物
の
冷

蔵
な
ど
に
利
用
さ
れ
、
省
エ
ネ
や

二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制
な
ど
多
く

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
雪
を

利
用
し
た
地
域
振
興
の
事
例
発
表

な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
テ
ー
マ　

雪
国
の
資
源
を
生
か

す
雪
氷
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用

▼
い
つ　

７
月
８
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

▼
ど
こ
で　

村
山
総
合
支
庁
北
庁

舎
５
階
講
堂

▼
参
加
費　

無
料
（
６
月
30
日
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

村
山
総

合
支
庁
北
村
山
総
務
課
雪
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
推
進
班
（
☎
０
２
３
７

－

47

－

８
６
１
４
）

ⱳ

꜠
♣

Ṯ

Ṯ

▼
い
つ　

６
月
26
日
（
日
）

午
後
６
時
～

▼
ど
こ
で　

パ
レ
ス
松
風

▼
会
費　

２
０
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ　

荒
砥
高
校
同
窓

会
事
務
局　

五
十
嵐

（
☎
85

－

０
３
７
５
）

お
詫
び
と
訂
正
…
広
報
し
ら
た
か
５
月
号
「
戸
籍
の
窓
（
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
）」
の
澁
谷
理
奈
ち
ゃ
ん
の
お
父
さ
ん
の
名
前
は
敏
和
さ
ん
で
は
な
く
正
し
く
は
利
和
さ
ん
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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　 お く や み　　

こんにちは赤ちゃん

 住所　　  氏　　名  　年齢
高　玉　児　玉　寅　雄　78
山　口　田　勢　い　し　85
畔　藤　舩　山　義　一　81
荒砥乙　髙　橋　健　一　45
荒砥甲　金　田　うめの　86
滝　野　安　達　ま　さ　85
畔　藤　梅　村　み　わ　82
萩　野　小　川　ナ　ヨ　93
鮎　貝　大　竹　よ　し　82
高　玉　田　畝　勝　良　61
十　王　坂　上　忠　夫　74
広　野　新　野　久　吾　84
荒砥甲　舩　山　ヨ　シ　86
広　野　新　野　キクノ　86
箕和田　　菅　　富美子　80
十　王　鈴　木　アイ子　78
鮎　貝　御代田　つ　る　93
横田尻　土　屋　は　る　81
十　王　熊　坂　はつよ　97
十　王　海老名　よ　ね　100
下　山　渡　部　通　司　92
萩　野　海老名　セ　イ　83

【5月 1日～5月31日届出】
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戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

畔　藤 鈴木
隆 隆

たか

之
の

心
しん

麻里子

滝　野 齋　
司 和

のどか

恵

荒砥乙 山川
勝　也 陽

はる

みゆき

畔　藤 勝見
隆　正 紗

さ

　那
な

美　緒

広　野 向田
智　弘 華

はな

　衣
え

美紀子

N
o.1066

2011-6
-13

　　氏　　　名　　　  住所

（土　屋　貞　治　　高　岡
齋　藤　陽　子　　山形市

（宇津木　尚　也　　長井市
菅　原　理　紗　　畔　藤

（樋　口　勝　利　　長井市
高　橋　え　み　　浅　立

（大　宮　孝　幸　　滝　野
鈴　木　由　佳　　山辺町

（布　施　和　也　　畔　藤
丸　川　遥　佳　　横田尻

（佐　藤　良　一　　高畠町
守　谷　可　奈　　十　王

ご結婚おめでとう

ΧλΑΎ◦ͪγ
ȿ

Ϝ
ɚϖВ

押 し 花 教 室　（代表　瀧 澤 と し 子さん）

◆
結
成
は
？

ON

◆
メ
ン
バ
ー
構
成
は
？

UN

VN

ON

◆
は
じ
め
た
き
っ
か
け
は
？

Ḛ
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ἡ

Ῐ

◆
活
動
の
内
容
は
？
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◆
い
つ
活
動
し
て
い
る
の
？
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◆
活
動
し
て
い
て
楽
し
い
こ
と
は
？
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◆
最
後
に
ひ
と
言
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今年の作品展示会の様子


